
自由討論

コメン ト (金森)

formalism では札F.E.でAndersonlModelを使 ってみ るoTransition

-Metal に normalmetal 替入れる場合 tight-bindingとN.F.E.を

どうつな ぐかが問題になるo

freeelectron +atomi c orbitalとい う考えをしてみるOこれはN.F.

E.の ように摂動では取 り扱え をh o

Q:(松 田)

pair pot.entialで書け 夜 いか,それともmole叩 l･ar-

formation的な ものか｡

A :mol占cuiarに近い と思 う｡ pair potentiaLでは表わしに くい Q

(下地)

アル カリメタルアンモニウム溶液では,.met?lic な 性 質 と共 に

solvated electoron の性質が出て くるO この 2つを説明す るため

に,クラス ターの考えが出て来たD

Na-アンモニア溶液のCohen のモデル

Na+-NH3

I

e~- HH3

Ziman 流のpoint-charge 理論では,伝導 度(a)が減少す るのか説明

出来ない. clusterの中では,原子が lDO個程度で,熔融塩のよ うな

ものと思われる｡

(松田) :液体内での相転移が替る可能性はどうか,O液体内で,.qensityが

2- 50/o変化する話があるO
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自由討論

(守田 ･中島) :普通の意味での相転移はないのではないか.

(松田) :もっと高圧の実験をしてはLh o 白色 ワイ崖の･物性 とかo

(B)第 1日午後 (小幡)

まとめ, (小幡)

液佐わ l)yna血icsの話

aI｡Tの議論

5体力哲考えるまでには行 ってない ｡

(C)第 2日前半 (中島)

まとめ

(渡部 ) ･.Randomness が完全ではな くて, correlationが残 っている所

が亜 しい o CPAを液 体の中に持込む純酎奇がある ｡

(松田) :松原 一豊沢モデルは半導体の i桓purity bandには よい,しか し

液体では, イオンの位置が矧遇をもっている｡ tighト binding

model は液体の中では, どれ位有効か,

(金森) :遷移金属ではよ く用い るO 自由電子 + tight bindin宮とい う:形

で,

(中嶋) :pseudo-potentialと同じくらい flexible な tigh卜 binding

は可能である｡

(渡部) :嵯電子消滅の様なバン ドの底の辺の問題は,従来の ように,簡単

夜近似でよいのだろ うか ｡
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研究会報告 ･人のうどき

(I))第 2日後半のま とめ (松原 )

(松 田) :固体の状感をとる様な interactionと, ferr-O の

interactionを独 立と考 えると, 融解点がキュリ-点よ り低い

ものが liquid-ferromagnetになる-O

( ) :比較的 キュリー点の高い物質をまぜて も,Melting pointより

急激にキュリー点は下がる｡

( ) :co-Ra sytemが見込みがあるが,これ も2500 の差である,

非常に高圧にでもしないか ぎり,通常状態では不可能であろ う.

(遠藤 ) :Co-Cu-Pa ではも.う少 しF)ま く行 くvlれとも,結局はだめだ O

( .) :圧 力をかけて もキュリー点が上がるとい う事 はないO

(安達) :無重力状態においてIi･quid-ferromagnet をおいて,:砲場 をかけ

た場合,磁場の方向に平た くな り不 安定になるので はをいかO

人 の うこき

植･田 精 三 助教授 (東大 ･教養物理 )

欧州に出張, 1年間の予定｡

小 口 武 彦 氏 (東工大 ･理 )

10月 1日付で都立大学理学部か ら東工大理学部に転任
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